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こ八よずわら 
発 行 所 

五所川原市役所 

第駒4号 

昭和59年 4 月1日 

印刷 面北斗オフセット 

市 の 人 口 
	

男 25,574人 
	

世 帯 数 	14,699 

	

52,891人 女 27,317人 
	

（昭和59年 3 月 1日現在）住民基本台帳から 

、 

葬良従業員助人を表彰 

 

第29回優良商工従業員の表彰式がこのほど産経会館

行われ、30年以上勤続者 6人、20年以上勤続者13人な

ど86人が表彰されました。 

.30年以上勤続 

佐々木睦子、蒔苗久子（以上陸奥印刷（欄）、土岐寛

一郎、長利兼吉、小野良治、葛西二郎（以上津軽鉄道（掬）  

●20年以上勤続 

前田三四郎、前田武四郎（以上欄前田製材所）、盛

光政、松森栄（以上鶴又薬品開）、寺田カツエ（翻寺

田フルーツ）、奈良武四郎（株和島組）、内山コウ 

（五所川原商事翻）、神 浩（斎藤楽器店）、高橋愛子 

（脚一戸商店）、高木清一（（有）金正堂本店）、花田靖

美（翻川要）、山口和子（藤田書店）、高橋優（弘南

バス卿五所川原営業所） 
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本
年
度
は
、
国
の
行
財
政
改

革
と
全
国
的
な
経
済
の
長
期
低

迷
が
地
方
財
政
に
与
え
る
影
響

が
非
常
に
大
き
く
、
当
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
地
方

交
付
税
、
国
庫
支
出
金
そ
の
他

の
落
ち
込
み
が
著
し
く
誠
に
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
の
予
算
は
 

O
市
民
生
活
関
連
基
盤
の
整
備
 

O
産
業
経
済
の
振
興
 

O
教
育

・
福
祉
‘
体
育
・
文
化

の
振
興
 

0
西
北
津
軽
の
中
心
都
市
と
し
 

て
の
機
能
整
備
 

を
四
本
の
柱
と
二
、
教
育
・

福
祉
に
し
わ
よ
せ
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
最
小
の
経
費
で
行

政
を
運
営
す
る
た
め
、
 
‘層
の

創
意
工
夫
を
も
っ

て
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
と
、
民
間
サ

イ
ド
の
活
力
に
期
待
す
る
こ

と
 

を
、
目
標
に
編
成
し
ま
し
た
が
、
 

昨
年
度
当
初
予
算
に
比
較
し

マ

イ
ナ
ス
〇
・
七
％
八
千
十
七
万

八
千
円
の
減
で
あ
り
、
前
年
度

に
引
き
続
い

て
緊
縮
型
の
予
算

で
あ
り
ま
す
。
 

一
方
昭
和
五
十
九
年
度
は
市

制
施
行
三
十
周
年
の
年
に
あ
た
 

定
例
会
か
ら
 

り
ま
す
の
で
、

こ
の
年
を
「
う
 

る
お
い
の
あ
る
街
づ
く
り
」
 
の
 

初
年
度
と
し
て
位
置
づ
け
し
、
 

水
と
緑
の
都
市
づ

く
り
 

市
民
言
」章
の
制
定
 

市
史
編
さ
ん
事
業

の
着
手
 

福
祉
基
金
の
創
設
 

高
額
医
療
費
貸
付
制
度
の
創
設
 

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
 

記
念
式
典
に
お

い
て
は
、
こ
れ

ま
で
黙
々
と
し
て
五
所
川
原
市

発
展
の
た
め
尽
さ
れ
た
 
「か
く

れ
た
る
奉
仕
者
」
の
方
々
を
も

表
彰
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
の

中
に
お

い
て
も
、
四
月
一
日
施

行
の
部
制
を
契
機

に
「
奉
仕
と

信
頼
の
市
政
」
の
確
立
を
め
ざ

し
て
、
五
万
市
民
の
協
力
の
下

に
豊
か
な
明
る
い
街
づ
く
り
に

鋭
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
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市長施政方針を表明 

昭
和
五
十
九
年
度
の
市

の
一

般
会
計
予
算
が
歳
入

・
歳
出
と

も
百
十
六
億
四
千
七
百
十
四
万

二
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
八
千
十
七
万
八
千
円
、
 

〇

・
七
％
減
と
な
り
、
五
十
八

年
度
に
続
く
二
年
連
続

の
マ
イ

ナ
ス
予
算
で
、
三
月
補
正
を
見

込
ん
だ
五
十
八
年
度
現
計
予
算

と
比
較
し
て
も
八
億
四
千
四
百

七
十
四
万
九
千
円
（
六

・
八
％

減
）
の
緊
縮
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
 

し
か
し
、
市
制
施
行
三
十
周

年
を
迎
え
予
算
編
成
の
重
点
に
、
 

1
市
民
生
活
関
連
基
盤
の
整

備
、
②
産
業
経
済
の
振
興
、
③

教
育
、
福
祉
、
体
育
、
文
化
の

振
興
、
（
④
西北
津
軽

の
中
心
都

市
と
し
て
の
機
能
の
整
備
・
ンを

柱
に
掲
げ
、
厳
し

い
財
政
環
境

で
あ
り
な
が
ら
教
育
、
福
祉
に

シ
ワ
寄
せ
し
な
い
よ
う
配
慮
、
 

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の

事
業
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
 

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
二
億

一
千
七
百
十
四
万
円
の
伸
び
を

確
保
し
た
ほ
か
は
、
国
の
行
革

等
に
よ
り
国
庫
支
出
金
（
構
成

比
二
三

・
四
％
）
、
市
債
（
同

九

・
六
％
）
が
減
と
な
り
、
自
 

主
財
源
三
七
・
三
％
、
依
存
財

源
六
二

・
七
％
の
構
成
で
、
自

主
財
源
で
補
て
ん
す
る
苦
し

い

財
政
事
情
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
義

務
的
経
費
の
増
加
に
加
え
て
特

別
会
計
、
 
一
部
事
務
組
合

へ
の

負
担
金
、
繰
出
金
も
増
加
し
、
 

弾
力
性
に
乏
し

い
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
 一
般
行
政
経
費

の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
 

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
も
事
業

の
緊
急
性
、
今
後
の
財
政
負
担

を
配
慮
し
た
事
業
の
選
択
を
行
 

い
、
 一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
昨
年

を
約
七
千
八
百
万
円
ほ
ど
上
回

る
、
事
業
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

事
業
面
で
は
、
市
制
施
行
．
 

十
周
年
の
節
目
を
新
し

い
希
望

と
し
て
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
、
水
緑
都
市

モ
デ
ル
地

区
整
備
事
業
、
農
産
物
加
工
施

設
建
設
事
業
、
福
祉
基
金
の
創

設
、
高
額
療
養
費

の
貸
付
制
度
、
 

漆
川
工
業
団
地
造
成
事
業
等

の

事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
 

◇
 

◇
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4．西北津軽の中心都市としての機能の整備 

〇五所川原地区消防事務組合への負担金 	399,821F円 〇水緑都市モデル地区の整備 	 84,000千円 

〇都市公園の整備噛ケ丘、河川、狼野長根） 	168,163千円 

〇街路整備（立体交差、田川、三ツ屋線） 	279,929千円 

〇津軽広域水道（浅瀬石川ダム）企業団への  63,697千円

出資 
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工
施

設
建
設
事
業
、
福
祉
基
金
の
創

設
、
高
額
療
養
費

の
貸
付
制
度
、
 

漆
川
工
業
団
地
造
成
事
業
等

の

事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
 

◇
 

◇
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4．西北津軽の中心都市としての機能の整備 

〇五所川原地区消防事務組合への負担金 	399,821F円 〇水緑都市モデル地区の整備 	 84,000千円 

〇都市公園の整備噛ケ丘、河川、狼野長根） 	168,163千円 

〇街路整備（立体交差、田川、三ツ屋線） 	279,929千円 

〇津軽広域水道（浅瀬石川ダム）企業団への  63,697千円

出資 

◇ー ◇―  ◇ 



般会計予算 
歳 入 
	

（単位千円・△印は減） 

区 	分 59 年度 構成比 増 	減 
対前年度
比（%)‘. 

1市 	税 2,935,179 (%) 
25.2 217,140 8.0 

2 地方譲与税 101,900 0.9 △ 4,100 △ 3.9 
。自動車取得税 
J 交 	付 	金 

60,000 0.5 L 	2,000 O. 3.2 

4 地方交付税 2,700,000 23.2 40,000 1.5 
ー交通安全対策 
J '4一 L」 	,」f L」‘ ノ、 

1守力リ メこ 1り 	、に 
10,000 a1 1,700 20.5 

p 分担金及び 
U 負 	担 	金 

384,767 3.3 31,999 9.1 

ワ使用料及び 
' 	f 	- 	.1'-T 

ニ予 	奴 	手十 
184,376 1.6 5,557 3.1 

8 国庫支出金 2,722,733 23.4 L 	79,673 △ 2.8 
9 県 支 出 金 583,597 5.0 Ls 	8,544 △ 1.4 
10財 産 収 入 60,714 a5 △ 	61,489 △50 .3 
11寄 	附 	金 1 0 
12繰 	入 	金 10,001 0.1 △ 19,999 △66.7 
13繰 	越 	金 1 0 
14諸 	収 	入 774,574 6.6 5,431 0.7 
15市 	債 1,119,300 9.6 △ 206,200 △15.6 

合 	計 11,647,143 100.0 . 	80,178 L 	0.7 

歳 出 

区 	分 59 年度 構成比 増 	減 
対前年度
比（%) 

1議 	会 	費 137,422 (%) 
1.2 512 0.4 

2 総 	務 	費 1,373,495 11.8 25,937 1.9 
3 民 	生 	費 2,739,994 23.5 175,492 6.8 
4 衛 	生 	費 594,348 5.1 △ 	62,887 . 	9.6 
5 労 働 	費 85,594 0.7 1,861 2.2 
6 農林水産業費 797,381 6.8 △ 	51,828 △ 6.1 
7 商 	工 	費 287,084 2.5 7,073 2.5 
8 土 	木 	費 2,162,028 18.6 89,992 4.3 
9 消 	防 	費 459,668 4.0 △ 	24,436 △ 5.O 

10教 	育 	費 1,552,784 13.3 △ 190,684 △10.9 
11災害復 I日費 246,404 2.1 △ 177,803 △41.9 
12 公 	債 	費 1,196,941 10.3 124,593 11.6 
13諸 支 出 金 4,000 2,000 100.0 
14予 	備 	費 10,000 0.1 0 
合 	計 11,647,143 100.0 i 	80,178 . 0.7 

, 

, 

〇留守家庭教室の開設（カギソ f対策） 

0母子家庭児童医療給付 

0老人就労対策 

〇老人ひとり暮し事故防止対策 

〇長寿褒彰費 

3,866千円 

1,500千円 

2,003千円 

1,005千円 

7,000千円 
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59年度の重点施策 

L市民生活関連基盤の整備 

0コミュニティセンター小曲（用地取得） 30,000千円 

0コミュニティセンター毘沙門 42,600千円 
(59-60年度継続） 

0梅田地区農業集落排水 101,000千円 

0川山地区農村公園 12,120千円 

0北部地区農村総合モデル 15, 153千円 

0市営住宅（中層 3 階、 4 階）36戸 467,917千円 

〇農業及び公共土木施設災害復旧 246,404千円 

〇西北中央病院への繰出金 100,000千円 

0西北衛生処理組合への負担金 210,000千円 

〇道路橋梁新設改良 400,554千円 

〇交通安全施設整備 27,602千円 

〇区画整理 112,052千円 

0消防施設整備（消防団関係） 25,690千円 

2．産業経済の振興 

0農産物加工施設（毘沙門） 30,000千円 

〇天災融資による被害農家への利子補給 57,383千円 

〇市営牧場の整備 62,872千円 

0農道の整備（広域農道含む） 102,887千円 

〇鶴川ほ場整備への負担 17,875千円 

0中小企業特別融資貸付原資 210,000千円 

0労働金庫貸付金 20,000千円 

0商業近代化実施計画策定助成 2,250千円 
、 	 く 

0地方卸売市場整備への助成 1,194千円 

3．教育、福祉、体育、文化の振興 

0栄小学校建設 
	

3 48,912-千円 
(59 -60年度継続校舎及び屋内体育館） 

0一野坪小学校プール 
	

27,303千円 

〇第四中学校プール 
	

32,767千円 

0市史編さん 
	

2,109千円 

〇埋蔵文化財発堀調査（観音林遺跡〕 
	

1,722千円 

〇幼稚園就園奨励 
	

17,185千円 

〇福祉基金創設への助成 (59-63年度） 
	

2,000千円 

〇高額療養費貸付制度 
	

8,000千円 

般会計予算 
歳 入 
	

（単位千円・△印は減） 

区 	分 59 年度 構成比 増 	減 
対前年度
比（%)‘. 

1市 	税 2,935,179 (%) 
25.2 217,140 8.0 

2 地方譲与税 101,900 0.9 △ 4,100 △ 3.9 
。自動車取得税 
J 交 	付 	金 

60,000 0.5 L 	2,000 O. 3.2 

4 地方交付税 2,700,000 23.2 40,000 1.5 
ー交通安全対策 
J '4一 L」 	,」f L」‘ ノ、 

1守力リ メこ 1り 	、に 
10,000 a1 1,700 20.5 

p 分担金及び 
U 負 	担 	金 

384,767 3.3 31,999 9.1 

ワ使用料及び 
' 	f 	- 	.1'-T 

ニ予 	奴 	手十 
184,376 1.6 5,557 3.1 

8 国庫支出金 2,722,733 23.4 L 	79,673 △ 2.8 
9 県 支 出 金 583,597 5.0 Ls 	8,544 △ 1.4 
10財 産 収 入 60,714 a5 △ 	61,489 △50 .3 
11寄 	附 	金 1 0 
12繰 	入 	金 10,001 0.1 △ 19,999 △66.7 
13繰 	越 	金 1 0 
14諸 	収 	入 774,574 6.6 5,431 0.7 
15市 	債 1,119,300 9.6 △ 206,200 △15.6 

合 	計 11,647,143 100.0 . 	80,178 L 	0.7 

歳 出 

区 	分 59 年度 構成比 増 	減 
対前年度
比（%) 

1議 	会 	費 137,422 (%) 
1.2 512 0.4 

2 総 	務 	費 1,373,495 11.8 25,937 1.9 
3 民 	生 	費 2,739,994 23.5 175,492 6.8 
4 衛 	生 	費 594,348 5.1 △ 	62,887 . 	9.6 
5 労 働 	費 85,594 0.7 1,861 2.2 
6 農林水産業費 797,381 6.8 △ 	51,828 △ 6.1 
7 商 	工 	費 287,084 2.5 7,073 2.5 
8 土 	木 	費 2,162,028 18.6 89,992 4.3 
9 消 	防 	費 459,668 4.0 △ 	24,436 △ 5.O 

10教 	育 	費 1,552,784 13.3 △ 190,684 △10.9 
11災害復 I日費 246,404 2.1 △ 177,803 △41.9 
12 公 	債 	費 1,196,941 10.3 124,593 11.6 
13諸 支 出 金 4,000 2,000 100.0 
14予 	備 	費 10,000 0.1 0 
合 	計 11,647,143 100.0 i 	80,178 . 0.7 

, 

, 

〇留守家庭教室の開設（カギソ f対策） 

0母子家庭児童医療給付 

0老人就労対策 

〇老人ひとり暮し事故防止対策 

〇長寿褒彰費 

3,866千円 

1,500千円 

2,003千円 

1,005千円 

7,000千円 
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59年度の重点施策 

L市民生活関連基盤の整備 

0コミュニティセンター小曲（用地取得） 30,000千円 

0コミュニティセンター毘沙門 42,600千円 
(59-60年度継続） 

0梅田地区農業集落排水 101,000千円 

0川山地区農村公園 12,120千円 

0北部地区農村総合モデル 15, 153千円 

0市営住宅（中層 3 階、 4 階）36戸 467,917千円 

〇農業及び公共土木施設災害復旧 246,404千円 

〇西北中央病院への繰出金 100,000千円 

0西北衛生処理組合への負担金 210,000千円 

〇道路橋梁新設改良 400,554千円 

〇交通安全施設整備 27,602千円 

〇区画整理 112,052千円 

0消防施設整備（消防団関係） 25,690千円 

2．産業経済の振興 

0農産物加工施設（毘沙門） 30,000千円 

〇天災融資による被害農家への利子補給 57,383千円 

〇市営牧場の整備 62,872千円 

0農道の整備（広域農道含む） 102,887千円 

〇鶴川ほ場整備への負担 17,875千円 

0中小企業特別融資貸付原資 210,000千円 

0労働金庫貸付金 20,000千円 

0商業近代化実施計画策定助成 2,250千円 
、 	 く 

0地方卸売市場整備への助成 1,194千円 

3．教育、福祉、体育、文化の振興 

0栄小学校建設 
	

3 48,912-千円 
(59 -60年度継続校舎及び屋内体育館） 

0一野坪小学校プール 
	

27,303千円 

〇第四中学校プール 
	

32,767千円 

0市史編さん 
	

2,109千円 

〇埋蔵文化財発堀調査（観音林遺跡〕 
	

1,722千円 

〇幼稚園就園奨励 
	

17,185千円 

〇福祉基金創設への助成 (59-63年度） 
	

2,000千円 

〇高額療養費貸付制度 
	

8,000千円 
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四
月
九
日
か
ら

四
月
十
五
日
ま
で

の
一
週
間
、
 『春

の
火
災
予
防
運
動
』
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
時
期
は
、
 

空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
、
火
災
が
発

生
し
易
い
状
態
が

続
き
ま
す
か
ら
火

気
の
取
り
扱
い
に

ト
分
注
意
し
て
下

さ
い
。
 

統
一
標
語
 

「点
検
は
防
火

の
は
じ
ま
り
、
し

め
く
く
り
」
 

ま
た
、
消
防
本
 

さ春の火災予防運動』） 

「梅
本
大
す
け
」
ぼ
く

の
い
と
こ
の
名
前
で
す
。
 

ぼ
く
と
同
じ
六
年
生
で
す
。
 

し
か
し
、
い
と
こ
は
学
 

防
難
消
火
績
鋤
牝
こ
難
切
を
 

費
 

一
 
細
響
舞
 
響
難

響
 

防
火
診
断
に
こ

協
力
下

さ
い
 

・

と
 

一
  
」
 

だ
 

ん
 

学
 

・

りか
 

一
  
」
 

ン
」
 

い
 

青少協会長奨励賞 

今
年
は
大
雪
の
た
め
、
積
雪

の
重
み
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
に

よ
り
、
名
地
で
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で

次
の
事
項
に
ご
注
意
下
さ
い
。
 

〇
屋
根
か
ら
降
ろ
し
た
雪
や

氷
が
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
や
配
管
等

に
直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
排
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〇
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
べ
の

周
り
及
び
通
路
は
、
緊
急
時
に
 
 

備
え
常
に
排
雪
し
て
お
く
こ
と
。
 

〇
ガ
ス
配
管
が
雪
で
埋
ま
っ

て
い
る
場
合
も
除
排
雪
を
し
て

下
さ
い
。
 （暖
気
に
な
る
と
、
 

積
雪
の
重
み
で
配
管
が
耐
え
ら

れ
な
く
な
り
破
損
し
ま
す
。）
 

o
雪
降
ろ
し
ゃ
排
雪
が
終
っ

た
ら
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
、
ガ
ス
ホ
 

ー
ス
、
調
整
器
、
ガ
ス
メ
ー
タ
 

ー
及
び
配
管
等
に
損
傷
が
な
い

か
良
く
確
か
め
て
下
さ
い
。
 
 

部
で
は
次
の
日
程
で
、
市
内
全

域
の
防
火
対
象
物
及
び
危
険
物

施
設
の
防
火
診
断
を
行
い
ま
す

の
で
ご
協
力
下
さ
い
。
 

市
内
で
は
今
年
に
人
り
火
災

が
ひ
ん
ぱ
つ
、
す
で
に
件
数
、
 

損
害
額
に
お
い
て
も
昨
年
同
期

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
春
の
火
災
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
 

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
ご
注
意

下
さ
い
。
 

ま
た
繁
華
街
の
火
災
で
は
現

場
を
取
り
巻
く
ヤ
ジ
馬
が
多
く
、
 

消
火
活
動
に
支
障
を
き
た
す
ば
 

異
常
発
生
の
場
合
は
 

①
元
栓
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
の
バ
 

ル
ブ
を
閉
め
る
。
 

命
）
〉
す
べ
て
の
火
気
の
消
火
。
 

③
電
気
、
ス
イ

ッ
チ
に
は
手
を
ふ

れ
な
い
。
 

（也
最
寄
り
の
ガ

ス
販
売
業
者
へ
の

通
報
。
 

（
貝
念
や
戸
を開

け
て
ガ
ス
の
排
除
。
 

（
青森
県
高
圧
ガ

ス
保
安
協
会
五
所
 

■

実
施
期
間
 
四
月
十
日
か

ら
四
月
三
十
日
ま
で
 

（
午前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
ま
で
）
 

■

対
象
範
囲
 
市
内
全
域
 

か
り
か
、
万

ー
ケ
ガ
で
も
し
た

ら
大
変
と
、
消
防
本
部
で
は
自

粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
建
物
の
密
集
し
た
市

街
地
の
火
災
現
場
に
近
づ
く
と
、
 

側
壁
や
看
板
な
ど
が
落
下
す
る

危
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 一
般

の
方
は
絶
対
に
火
災
現
場
へ
近

づ
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力
下
さ

い
。
 五

所
川
原
地
区
消
防
本
部
 
 会

 

l
J
L，「
 
、
く

こ
L

喝

大
 
核
へ
行
「
一て
い
ま
せ
ん
c
 

表
 
行
け
な
い
の
で
す
。
 

発
 
そ
れ
は
、

う
で
を
動
か

張
 
す
の
も
ふ
つ
う
の
人
よ
り

主
 
ゆ
っ
く
り
で
、
回
わ
す
事

て
 
も
上
に
あ
げ
る
事
も
で
き
 

H
 
ず
、
指
も
細
く
、
軽
く
て

に
 
ー
セ
ン
チ
か
ニ
セ
ン
チ
動
 

か
せ
る
だ
け
で
す
。
も
ち
 

ろ
ん
、
は
し
も
持
て
ま
せ
 

ん
。
足
も
、
ひ
ざ
は
動
き
 

ま
す
が
、
足
首
が
も
ろ
い
 

の
で
立
て
ま
せ
ん
。
身
長
 

』
 メ
」
）
百
ビ
ー
十
セ
ンィ
ナ
？
、
」ら
い
 

〉
 し
か
な
く
、
本
重
も
二
十
 

キ
ロ
Aと
ら
い
で
す《
‘，で
れ
 

に
、
何
か
い
お
う
と
い
っ

一
 
し
ょう
け
ん
め
い
に
な
っ

一
 
て
も
、ぼ
く
ら
に
は
「
あ
 

ー
」
と
か
「
う
ー
」
と
し
 

か
き
こ
え
ま
せ
ん
。
 

で
も
、
お
か
し
い
と
き

は
笑
う
し
、
悲
し
い
時
は

一
 泣
く
し
、
い
や
な
時
は
お
 
 

こ
り
ま
す
。
 

一

大
す
け
は
、
北
海
道
の
 
『
 

士
別
と
い
う
所
に
住
ん
で
 
ー
 

い
ま
す
。
青
森
に
住
む
ぼ

ー
 

く
で
も
、
考
え
ら
れ
な
い
 
『
 

よ
う
な
雪
と
さ
む
さ
の
町
一

で
す
o
ひ
ど
い
時
は
、
マ
 
ー
 

イ
ナ
ス
二
十
度
を
ゆ
う
に
 
〉
 

こ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
o
 

一
  

z
、・フ
カ
。る
と
 
ム
並
核
に
一
 
〕
 

を
つ
け
る
と
じ
し
や
く
の
 
『
 

よ
う
に
ぴ
っ
た
り
す
い
つ
 
（
 

け
ら
れ
ま
す
。
 

一

そ
ん
な
所
で
、
い
と
こ
 
ー
 

は
ね
た
ま
ま
の
姿
で
が
ん
 
〉
 

ば
っ

て
生
き
て
い
る
の
で
一

す
。
 

一

今
年
の
正
月
、
い
と
一
」
 一

の
家
に
行
っ
た
時
の
こ
と
 

一

で
す
。
大
す
け
は
演
歌
が

大
好
き
で
テ
レ
ビ
の
演
歌

の
メ
ロ
デ
イ
ー
に
合
わ
せ

て
、
す
ぐ
歌
い
だ
し
ま
す
。
 

顔
を
口
だ
ら
け
に
し
て
、
 

家
中
に
ひ
び
き
わ
た
る
よ

う
な
声
で
歌
い
ま
す
。
本

当
に
真
け
ん
な
顔
で
、
全
 
〉
 

身
で
歌
う
の
で
す
「
し
か

し
そ
の
歌
は
、
 「ア
ー
」
 

と
か
「
ウ

ー
」
と
し
か
、
 

ぼ
く
た
ち
に
は
き
こ
え
な
 
）
 

い
の
で
す
。
ぼ
く
は
、
ふ

つ
う
の
歌
を
き
く
よ
う
に

う
な
づ
き
な
が
ら
き
き
ま

す
。
そ
れ
は
 
「ア
ー
、
ウ
 

 

プ
ロ
バ
ン

ガ
 

ス
 

 

ボ
ン
べ
類
を
雪
の
事
故
か
ら
守
ろ
う
 

川
原
支
部
）
 

◇
 

◇
  

◇
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《
 

戸
 

四
月
九
日
か
ら

四
月
十
五
日
ま
で

の
一
週
間
、
 
『春

の
火
災
予
防
運
動
』
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
時
期
は
、
 

空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
、
火
災
が
発

生
し
易
い
状
態
が

続
き
ま
す
か
ら
火

気
の
取
り
扱
い
に
 

ー
分
注
意
し
て
下

さ
い
。
 

統
一
標
語
 

「点
検
は
防
火

の
は
じ
ま
り
、
し

め
く
く
り
」
 

ま
た
、
消
防
本
 

ぐ春の火災予防運動』） 

「
防難
消
火
一
 

一
平
襲
類
卿

l
.
 
鯖
鰍
を
甥
を
 

価64号） ④ 昭和59年（1984年） 4 月1日 ‘ 	 広報ごしょがわら 

v~V  、r  ～ 、 、~し～ 、／ 

、
 

防
火
診
断
に
こ

協
力
下

さ
い
 

ン
」
 

一
  
」
 

だ
 

ん
 

学
 

、
り
 

か
 

一
  
」
 

ン
」
 

い
 

今
年
は
大
雪
の
た
め
、
積
雪

の
重
み
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
に

よ
り
、
名
地
で
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で

次
の
事
項
に
ご
注
意
下
さ
い
。
 

〇
屋
根
か
ら
降
ろ
し
た
雪
や

氷
が
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
や
配
管
等

に
直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
排
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〇
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
べ
の

周
り
及
び
通
路
は
、
緊
急
時
に
 
 

備
え
常
に
排
雪
し
て
お
く
こ
と
。
 

〇
ガ
ス
配
管
が
雪
で
埋
ま
っ

て
い
る
場
合
も
除
排
雪
を
し
て

下
さ
い
。
 
（暖
気
に
な
る
と
、
 

積
雪
の
重
み
で
配
管
が
耐
え
ら

れ
な
く
な
り
破
損
し
ま
す
。）
 

o
雪
降
ろ
し
ゃ
排
雪
が
終
っ

た
ら
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
、
ガ
ス
ホ
 

ー
ス
、
調
整
器
、
ガ
ス
メ
ー
タ
 

ー
及
び
配
管
等
に
損
傷
が
な
い

か
良
く
確
か
め
て
下
さ
い
。
 
 

部
で
は
次
の
日
程
で
、
市
内
全

域
の
防
火
対
象
物
及
び
危
険
物

施
設
の
防
火
診
断
を
行
い
ま
す

の
で
ご
協
力
下
さ
い
。
 

市
内
で
は
今
年
に
入
り
火
災

が
ひ
ん
ぱ
つ
、
す
で
に
件
数
、
 

損
害
額
に
お

い
て
も
昨
年
同
期

を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
春
の
火
災
シ

ー
ズ

ン
を
迎
え
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
 

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
ご
注
意

下
さ
い
。
 

ま
た
繁
華
街
の
火
災
で

は
現

場
を
取
り
巻
く
ヤ
ジ
馬
が
多
く
、
 

消
火
活
動
に
支
障
を
き
た
す
ば
 

異
常
発
生
の
場
合
は
 

①
元
栓
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
の
バ
 

ル
ブ
を
閉
め
る
。
 

②
チ
べ

て
の
火
気
の
消
火
。
 

③
電
気
、

ス
イ

ノ
チ
に
は
手
を
ふ

れ
な
い
。
 

命
豪
寄
り
の
ガ

ス
販
売
業
者
へ
の
 

通
報
。
 

⑤
悉
や
戸
を
開

け
で
ガ
ス
の
排
除
。
 

（
青森
県
高
圧
ガ

ス
保
安
協
会
五
所
 

■

実
施
期
間
 
四
月
十
日
か

ら
四
月
三
十
日
ま
で
 

（
午前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
ま
で
）
 

■

対
象
範
囲
 
市
内
全
域
 

か
り
か
、
万

ー
ケ
ガ
で
も
し
た

ら
大
変
と
、
消
防
本
部
で
は
自

粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
建
物
の
密
集
し
た
市

街
地
の
火
災
現
場
に
近
づ
く
と
、
 

側
壁
や
看
板
な
ど
が
落
下
す
る

危
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 
一
般

の
方
は
絶
対
に
火
災
現
場
へ
近

づ
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力
下
さ
 

い
。
 五

所
川
原
地
区
消
防
本
部
 

川
原
支
部
）
 

◇
 

◇
 

◇
 

賞
 

励
 

奨
 

長
 

会
 

協
 

梅
本
大
す
け
己
ぼ
く

少
 

つ
、
ど
ニ
つ
弓
可
で
十
o
 

青
 

ぼ
く
と
同
じ
六
年
生
で
す
o
 

瞬
校
話
汁
」
耗
」
浮
 

』一
『
」
・
行
け
な
い
の
で
す
c
 

発

】
「
 そ
れ
は
、
う
で
を
動
か

強
」

す
の
も
ふ
つ
う
の
人
よ
り

ョ
繰

ゆ
っ
く
り
で
、
回
わ
す
事

加
】一
」も
上
に
あ
げ
る
事
も
で
き

目
」
・ず
、
指
も
細
く
、
軽
く
て

ら
愛

ー
セ
ン
チ
か
ニ
セ
ン
チ
動

葺
―
か
せ
る
だ
け
で
す
o
も
ち

一笠
ろ

ん
、
は
し
も
持
て
ま
せ

一
」―
ん
。
足
も
、
ひ
ざ
は
動
き
 

ま
す
が
、
足
首
が
も
ろ
い

り
ー
の
で
立
て
ま
せ
ん
。
身
長
 

も
百
二
十
セ
ン
チ
く
ら
い
 

し
か
な
く
、
体
重
も
二
十
 

キ
ロ
ぐ
ら
い
で
す
。
そ
れ
 

に
、
何
か

い
お
う
と
い
っ
 

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
な
っ
 

て
も
〈
ぼ
く
ら
に
は
「
あ
 

ー
」
と
か
「
う
ー
」
と
し
 

か
き
こ
え
ま
せ
ん
。
 

で
も
、
お
か
し
い
と
き

は
笑
う
し
、
悲
し

い
時
は

泣
く
し
、

い
や
な
時
は
お
 
 

こ
り
ま
す
。
 

大
す
け
は
、
北
海
道
の

士
別
と
い
う
所
に
住
ん
で

い
ま
す
。
青
森
に
住
む
ぽ

く
で
も
、
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
雪
と
さ
む
さ
の
町

で
す
。
ひ
ど
い
時
は
、

マ

イ
ナ
ス
二
十
度
を
ゆ
う
に

こ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
う
な
る
と
、
金
物
に
手

を

つ
け
る
と
じ
し
や
く
の

よ
う
に
ぴ
っ
た
り
す
い
つ

け
ら
れ
ま
す
。
 

そ
ん
な
所
で
、

い
と
こ

は
ね
た
ま
ま
の
姿
で
が
ん

ば
っ
て
生
き
て
い
る
の
で

す
。
 

今
年
の
正
月
、
い
と
こ

の
家
に
行
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
大
す
け
は
演
歌
が

大
好
き
で

テ
レ
ビ
の
演
歌

の
メ
ロ
デ
イ
ー
に
合
わ
せ

て
、
す
ぐ
歌
い
だ
し
ま
す
。
 

顔
を
口
だ
ら
け
に
し
て
、
 

家
中
に
ひ
び
き
わ
た
る
よ

う
な
声
で
歌
い
ま
す
。
本

当
に
真
け
ん
な
顔
で
、
全

身
で
歌
う
の
で
す
『
し
か

し
そ
の
歌
は
、
 
「
ア

ー
」
 

と
か
 
「ウ

ー
」
と
し
か
、
 

ぼ
く
た
ち
に
は
き

こ
え
な

い
の
で
す
。
ぼ
く
は
、
ふ

つ
う
の
歌
を
き
く
よ
う
に

う
な
づ
き
な
が
ら
き
き
ま

す
。
そ
れ
は
「
ア
ー
、
ウ
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使
用
済
み
水
銀
電
池

の
回
収
に
協
力
を
 

乾
電
池
の
な
か
で
水
銀
含
有

量
が
多

い
ボ
タ
ン
型
水
銀
電
池

は
、
使
用
済
み
後
、
 一
般
電
気

店
、
カ
メ
ラ
小
売
店
等
で
回
収

函
を
設
け
、
回
収
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

清掃公害課 

環
境
保
全
と
再
資
源
化
の
た
め
 

「

ボ
タ
ン黒
議
の
 

×
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 、

J
l
l
11
”
ー
ー
 

【L
」
リ
「
，ノ

 
ー
 
‘一
 

,
 

運
動
の
重
点

①
子
供
と
お
と
し

よ
り
、
特
に
新
入

ンJ
（
園
）
児
童

の

交
通
事
故
防
止

の
飲
酒
、
暴
走
運

転
の
追
放
 

3
二
輪
車
、
自
転

車
の
交
通
事
故
防

止
 

4
マ
ンー
ト
ベ
ル
ト
、
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

り
推
進
 

ー
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
等
保
護
者

の
み
な
さ
ん
へ
お

願
い
 

O
通
学

・
通
園
路

の
点
検
 

学
校
等
で
決
め

ら
れ
て
い
る
通
学
 

（
園
）
路
が
あ
る

場
合
は
そ
れ
に
基

づ
き
、
な
い
場
合
 
 

は
実
地
に
点
検
し
、

適
切
な
道

順
を
決
め
、
事
前
に
子
供
と
一

緒
に
歩
い
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
よ
』つ
。
 

※
バ
ス
等
を
利
用
す
る
場
合

は
、
そ
の
乗
降
の
停
留
所

の
確

認
と
と
も
に
、
車
内
で

の
マ
ナ
 

ー
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
指
導
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 ●

交
通
安
全
の
指
導
 

m
決
め
た
通
学

（
園
）
路
に
よ

っ
て
通
学
（
園
）
す
る
こ
と
、
 

特
に
、
定
め
た
場
所
以
外

で
は

絶
対
に
横
断
し
て
は
な
ら
な
い
 

交

通
事

故
 

巡
回

相
談
所
 

四
月
は
次
の
日
程
で
開
設
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。
 

●

と
 
き
 
四
月
十
一
日
（
水

）
 

一
一
十
五日
（
水
）
午
前
十
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
別
 
 

こ
と
を
、
」
固く
約
束
し
ま
し
よ
 

・

フ
。
 

②
横
断
す
る
前
に
は
、
必
ら
ず

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
右
と
左

を
よ
く
見
て
、
安
全
を
確
か
め

て
か
ら
横
断
す
る
ー
と
い
う
安

全
な
横
断
の
手
順
を
実
地
に
、
 

具
体
的
に
、
繰
り
返
し
指
導
し

ま
し
よ
う
。
 

⑧
歩
行
者
専
用
信
号
や
押
し
ボ

タ
ン
式
の
信
号
の
見
方
な
ど
を

実
地
に
指
導
し
ま
し
よ
う
。
 

※
な
お
、
 
「青
」
信
号
で
も
、
 

す
ぐ
に
渡
っ
て
は
危
険
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
教
え
ま
し
ょ
 

・

つ
。
 

ゆ
自
転
車
遊
び
な
ど
、
自
宅
に
 

館
 
主
催
 
青

森
県
交
通
事
故
 

労
働
保
険
の
昭
和
五
十
九
年

度
概
算
保
険
料
と
、
昭
和
五
十

八
年
度
確
定
保
険
料

の
申
告
納

付
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
 

十
予
 
事
業

・E
D
皆
さ
ん
に
 
 

帰
っ
て
か
ら
の
戸
外
遊
び
中

の

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
指
導
と
保

護
も
忘
れ
ず
に
し
て
下
さ
い
。
 

●

出
が
け
の
声
か
け
 

毎
朝
の
出
が
け
に
は
、
早
め

に
健
康
状
態
や
服
装
、
忘
れ
物

の
有
無
な
ど
を
チ
エ
ッ
ク
し
て

や
り
『
信
号
を
よ
く
見
て
ね

・：
』
 

『と
び
出
し
し
な
い
よ
う
に
』
 

な
ど
の
声
を
、
必
ら
ず
か
け
て

送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
な
お
、
幼
稚
園

（保
育
園
）
 

児
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
も
父

母
な
ど

の
送
り
迎
え
が
原
則
で

す
。
 ◇

 

◇
 
◇
 

相
談
所

・
市
民
課
市
民
相
談
室
 

は
、
申
告
の
た
め
の
用
紙
を
送

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
申
告

書
に
保
険
料
を
添
え
て
、
法
定

期
限
の
五
月
十
五
日
ま
で
に
最

寄
り
の
銀
行
か
郵
便
局
へ
お

納

め
ド
さ
い
。
 

ー
己
で
も
、
何
か
心
に
ず
 

ー
ん
と
ひ
び
く
も
の
が
あ

る
か
ら
で
す
。
 

あ
る
日
、
二
人
で
テ
レ

ビ
を
み
て
話
し
て
い
る
と

急
に
 
「ナ
オ

ー
」
と
大
す

け
が
よ
ん
だ
の
で
す
。
ぼ

く
は
お
ど
ろ
い
て
大
す
け

の
肩
を
ゆ
す
り
、
 
「大
す

け
、
今
い
っ
た
こ
と
、
も

う

一
回
い
っ
て
み
ろ
、
い

っ
て
み
ろ
っ
て
、
も
う
一

回
、
も
う

一
回
」
と
こ
う

ふ
ん
し
て
さ
け
び
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
そ
の
あ
と
は
、
 

や
は
り
 
「ア
ー
、
ウ

ー
」
 

と
し
か
い
い
ま
せ
ん
。
 そ

れ
で
も
何
だ
か
う
れ
し
く

な
っ
て
、
胸
が
あ
つ
く
な

り
、
涙
が
で
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
体
は
悪
く
て
も
、
 

心
は
ぼ
く
ら
と
同
じ
な
の

で
す
。
二
人
で
遊
ぶ
楽
し

い
気
持
ち
が
「
ナ
オ
ー
」
 

と
ぼ
く
を
よ
ん
で
く
れ
た

の
で
す
。
 

う
ち
の
い
と
こ
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
外
か
ら

だ
け
み
て
、
人
を
差
別
し

た
り
仲
間
は
ず
れ
に
す
る

こ
と
は
絶
対
し
て
は
な
ら

な
い
事
で
す
。
 

道
で
体
の
不
自
山
な
人
 

中
央
小
 

六
年
 

く
J
、
く
 
ノ
、J
、
 

を
み
る
と
、
 
「か
わ
い
そ

う
だ
」
と
思
い
ま
す
。
 そ

し
て
、
そ
の
人
が
必
要
と

し
て
い
な
い
の
に
、
手
を

だ
し
て
ひ
っ
ぱ
っ
て
あ
げ

た
り
、
物
を
持
っ

て
あ
げ

た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
 

「あ
あ
、
自
分
は
い

い
こ

と
を
し
た
」
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
相
手
を
自
分
よ

り
力
の
な
い
人
、
下
の
人

と
み
て
い
る
事
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
 

か
わ
い
そ
う
が
る
の
と
、
 

力
に
な
っ
て
や
る
の
と
は

ち
が
い
ま
す
。
本
当
に
「
」
 

ま
っ
て
い
る
時
、
助
け
合

う
の
が
同
じ
人
間
ど
う
し

と
い
う
こ
と
で
す
。
 

ぽ
く
は
、
体
が
不
自
由

で
ね
た
き
り
の
い
と
こ
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
苦
し
み

に
も
ま
け
な
い
で
、
 
一
生

け
ん
命
生
き
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
、
ま
だ
人
と
し

て
当
た
り
前
の
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
 

努
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

努
力
し
て
、
 一
歩
、
 一
歩

向
上
し
、
苦
し
さ
に
ま
け

な
い
で
、
生
き
ら
れ
る
人

間
に
な
る
つ
も
り
で
す
。
 

梅
 
本
 

直
 
行
 

(564 -) ⑤ 昭和59年（1984年） 4 月 1日 	 広報ごしょがわら 

春の全国交通安全運動 

労
働
保
検
翻
「
「
難締
諜

さ
ん
へ
 

使
用
済
み
水
銀
電
池

の
回
収
に
協
力
を
 

乾
電
池
の
な
か
で
水
銀
含
有

量
が
多
い
ボ
タ
ン
型
水
銀
電
池

は
、
使
用
済
み
後
、
 一
般
電
気

店
、
カ
メ
ラ
小
売
店
等
で
回
収

函
を
設
け
、
回
収
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

課
 

害
 

公
 

掃
 

清
 

環
境
保
全
と
再
資
源
化
の
た
め
 

つ

ー
ボタ
ン電
池
一（麗
の
 

×

回
収
に
ご
協
力
く
ださ
い
 網

）
編
、
餌

し
 

,
 

運
動
の
重
点

①
子
供
と
お
と
し

よ
り
、
特
に
新
入

学
（
園
）
児
童

の

交
通
事
故
防
止
 

2
1飲
酒
、
暴
走
運

転
の
追
放
 

3
二
輪
車
、
自
転

車
の
交
通
事
故
防
 

4
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
 

（
ル
メ
ノ
ト
着
用

り
推
進
 

お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
等
保
護
者

の
み
な
さ
ん

へ
お

願
い
 

0
通
学
・
通
園
路

の
点
検
 

学
校
等
で
決
め

ら
れ
て
い
る
通
学
 

（
園
）路
が
あ
る

場
合
は
そ
れ
に
基

づ
き
、
な
い
場
八
ロ
 
 

は
実
地
に
点
検
し
、

適
切
な
道

順
を
決
め
、
事
前
に
子
供
と
一

緒
に
歩

い
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
よ
・つ
。
 

※
バ
ス
等
を
利
用
す
る
場
合

は
、
そ
の
乗
降
の
停
留
所
の
確

認
と
と
も
に
、
車
内
で

の
マ
ナ
 

ー
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
指
導
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 ●

交
通
安
全
の
指
導
 

m
決
め
た
通
学

（
園
）
路
に
よ

っ
て
通
学

（
園
）
す
る
こ
と
、
 

特
に
、
定
め
た
場
所
以
外
で
は

絶
対
に
横
断
し
て
は
な
ら
な

い
 

交

通
事

故
 

巡
回

相
談
所
 

四
月
は
次
の
日
程
で
開
設
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
 

●

と
 
き
 
四
月
十
一
日
（
水
）
 

二
十
五
日
（
水
）
午
前
十
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
別
 
 

こ
と
を
、
一
固く
約
束
し
ま
し
よ
 

・

フ
。
 

②
横
断
す
る
前
に
は
、
必
ら
ず

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
右
と
左

を
よ
く
見
て
、
安
全
を
確
か
め

て
か
ら
横
断
す
る
ー
と
い
う
安

全
な
横
断
の
手
順
を
実
地
に
、
 

具
体
的
に
、
繰
り
返
し
指
導
し

ま
し
ょ

・つ
。
 

③
歩
行
者
専
用
信
号
や
押
し
ボ

タ
ン
式
の
信
号

の
見
方
な
ど
を

実
地
に
指
導
し
ま
し
よ
う
0
 

※
な
お
、
 
「青
」
信
号
で
も
、
 

す
ぐ
に
渡
っ
て
は
危
険
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
教
え
ま
し
よ
 

・

フ
。
 

巾
自
転
車
遊
び
な
ど
、
自
宅
に
 

館
 
主
催
 
青

森
県
交
通
事
故
 

う
 

“
。
舞

一
勢
義
与
 

労
働
保
険
の
昭
和
五
十
九
年

度
概
算
保
険
料
と
、
昭
和
五
＋

八
年
度
確
定
保
険
料
の
申
告
納

付
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
 

十
n
、
に
事
業
E
の
皆
さ
ん
に
 
 

帰
っ
て
か
ら
の
戸
外
遊
び
中
の

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
指
導
と
保

護
も
忘
れ
ず
に
し
て
下
さ
い
。
 

O
出
が
け
の
声
か
け
 

毎
朝
の
出
が
け
に
は
、
早
め

に
健
康
状
態
や
服
装
、
忘
れ
物

の
有
無
な
ど
を
チ
エ
ッ
ク
し
て

や
り
『
信
号
を
よ
く
見
て
ね

・：
』
 

『と
び
出
し
し
な
い
よ
う
に
』
 

な
ど
の
声
を
、
必
ら
ず
か
け
て

送
り
出
し
ま
し
よ

・2
。
 

※
な
お
、
幼
稚
園

（保
育
園
）
 

児
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
も
父

母
な
ど

の
送
り
迎
え
が
原
則
で

す
。
 ◇

 
◇
 

◇
 

相
談
所

・
市
民
課
市
民
相
談
室
 

ー
」
で
も
、
何
か
心
に
ず
 

ー
ん
と
ひ
び
く
も
の
が
あ

一
 

る
か
ら
で
す
。
 

あ
る
日
、
二
人
で
テ
レ

ビ
を
み
て
話
し
て
い
る
と

急
に
 
「ナ
オ

ー
」
と
大
す

け
が
よ
ん
だ
の
で
す
。
ぼ

く
は
お
ど
ろ
い
て
大
す
け

の
肩
を
ゆ
す
り
、
 
「大
す

け
、
今
い
っ
た
こ
と
、
も

う

一
回
い
っ
て
み
ろ
、
い

っ
て
み
ろ
っ
て
、
も
う
一

回
、
も
う

一
回
」
と
こ
う

ふ
ん
し
て
さ
け
び
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
そ
の
あ
と
は
、
 

や
は
り
 
「ア
ー
、
ウ
ー
」
 

と
し
か
い
い
ま
せ
ん
。
 そ

れ
で
も
何
だ
か
う
れ
し
く
 

一
 

な
っ
て
、

胸
が
あ

つ
く
な

り
、
涙
が
で
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
体
は
悪
く
て
も
、
 

心
は
ぼ
く
ら
と
同
じ
な
の

で
す
。
二
人
で
遊
ぶ
楽
し

い
気
持
ち
が
 
「ナ
オ
ー
己

と
ぼ
く
を
よ
ん
で
く
れ
た

の
で
す
。
 

う
ち
の
い
と
こ
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
外
か
ら

だ
け
み
て
、
人
を
差
別
し

た
り
仲
間
は
ず
れ
に
す
る

こ
と
は
絶
対
し
て
は
な
ら

な
い
事
で
す
。
 

道
で
体
の
不
自
由
な
人
 

中
央
小
 

六
年
 

を
み
る
と
、
 
「か
わ
い
そ

う
だ
」
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
人
が
必
要
と

し
て
い
な
い
の
に
、
手
を

だ
し
て
ひ
っ
ぱ
っ
て
あ
げ

た
り
、
物
を
持
っ
て
あ
げ

た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
 

「あ
あ
、
自
分
は
い

い
こ

と
を
し
た
」
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
相
手
を
自
分
よ

り
力
の
な
い
人
、
下
の
人

と
み
て
い
る
事
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
 

か
わ
い
そ
う
が
る
の
と
、
 
 一
 

力
に
な
っ
て
や
る
の
と
は

ち
が
い
ま
す
。
本
当
に
こ

ま
っ
て
い
る
時
、
助
け
合

う
の
が
同
じ
人
間
ど
う
し

と
い
う
こ
と
で
す
。
 

ぽ
く
は
、
体
が
不
自
由

で
ね
た
き
り
の
い
と
こ
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
苦
し
み

に
も
ま
け
な
い
で
、
 
一
生

け
ん
命
生
き
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
、
ま
だ
人
と
し

て
当
た
り
前
の
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
 

努
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

努
力
し
て
、
 一
歩
、
 一
歩

向
上
し
、
苦
し
さ
に
ま
け

な
い
で
、
生
き
ら
れ
る
人

間
に
な
る
つ
も
り
で
す
。
 

梅
 
本
 

直
 
行
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労
働
保
険
料
め
申
告
納
付
を
 

事
業
主
の
皆
さ
ん

へ
 

は
、
中
告
の
た
め

の
用
紙
を
送

っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
申
告

書
に
保
険
料
を
添
え
て
、
法
定

期
限
の
五
月
十
五
日
ま
で
に
最

寄
り
の
銀
行
か
郵
便
局

へ
お
納

め
下
さ
い
。
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◇女 子 社 員 70 名 	 I ◇面接 日 

18歳-3 5歳迄 経験は間いません I 4月 15日旧）午前 10時 

※給 与 日給 3・200円 	 ~◇面接場所 

月額80・000円 	 I 五所川原市中央公民館（鎌谷町） 

※皆動手当 5・000円支給 	 1 ◇応募締切 4月7日 

※交通費 5・000円迄支給 	I ご希望の方は履歴書（写真貼付） 

※役職手当あり 	 1 を五所川原市商工観光課へ持参 

※社会保険完備 	 I 又は郵送下さい

※休日（日曜日’祭日一お盆’年末年始）I （送り先） 

※賞与 年 2回 夏’冬 	 I 〒037 五所川原市岩木町12番地

餌烈II 然点？” liii勲」勲二171“ゴる異焦3 五所川原市役所商工観光課迄 

ft0173 -35 -2111  内線260 

●縫製

女 子 社 員 募 集 

青
森
県
青
年
海
外
派
遣
員
を
募
集
 

青
自
の
国
際
的

視
野
を
広
め

国
際
協
力

の
精
神
を
高
め
る
と

と
も
に
、
次
代
を
担
う
中
堅
青

年
の
育
成
を
図
る
た
め
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
 

■

訪
間
国
 
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
 

ー
ク
 

●

期
間
 
昭
和
五
十
九
年
八

月
か
ら
九
月
（
十
五
泊
、
十
六

日
）
 

■

派
遣
人
員
 

一
名
（
当
市

へ
の
割
当
）
 

■

経
費
 
個
人
負
担
額
 
一
一
 

ー
一
力
五
千
円
 

・

応
募
資
格
 
①
市
内
に
居

住
し
、

日
本
国
籍
を
有
す
る
一
一

十
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
男
女
 

（四
月
一
日
現
在
）
 

②
現
在
、
青
年
活
動
を
行
っ

て
い
る
方
で
、
指
導
的
役
割
が

で
き
る
方
 

●

申
込
み
先
及
び
お
間
い
合

わ
せ
 
市
内
鎌
谷
町

一
一
七
番

地
七
号
、
市
中
央
公
民
館
内
・

国
連
青
少
年
の
家

（
，璽
ハ
〇

五
六
番
）
 

■

締
切
り
 
四
月
三
十
日
 

料
 × 
 

四
月
か
ら
国
民
年
金
 

の
納
付
案
内
書
が
、

今
 

ま
で
の
も
の
よ
り
厚
手

保
 

の
、
o
c
R
（
文字
に

光
を
当
て
て
、
機
械
で

読
み
と
る
装
置
）
用
の
 

年

も
の
に
か
わり
ま
すo
 

o
c
R
用
の
納
付
案

内
書
は
、
折
り
曲
げ
た

国
 
り
、

汚
し
た
り
し
ま
す
 

Iー
 
と
、

機
械
で
読

み
と
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
 

取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
 

た
今
ま
で
は
三
月
分
を
一
期
と

し
て
、
二
期
、
三
期
、
四
期
と

分
け
て
納
付
し

て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
九

年
四
月
か
ら
は
毎
月
納
付

用
の

納
付
案
内
書
が
、

お
手
も
と
に

届
き
ま
す
の
で
、
毎
月
の
指
定

納
期
限
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
 

か

納
付
案
内

書
が

か
わ

り
ま

す

）
 

く国民年金保険半 
険 金 民 

◇
 

◇
  

◇
 

◇
 
◇
 
◇
 

(564号） ⑥ 

ト製造青森ファッション株式会社 高級ス力ー「 

●

と
き
 
四
月
二
十
日
（
金
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

■

と
こ
ろ
 
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
 

ー
ト
五
所
川
原
 

■

入
場
 
無
料
 

・

主
催
 
五
所
川
原
地
域
商
 

業
近
代
化
推
進
協
議
会
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
 

こ
の
市
民
集
会
は
、
消
費
者
 
 

の
要
望
に
合
っ
た
街
づ
く
り
を

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
 

討
論
者
（
七
人
「）
を
中
心
に
、
 

み
ん
な
で
考
え
、
語
り
合
う
公

開
討
論
会
で

す
。
 

み
な
さ
ん

の
意
見
を
今
後
の

街
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
 
一
人
で
も
多
く

の
方
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
 

き
ま
す
。
 

立

つ
時
期
で
す
。
 

建
設
省
青
森
工
事
事
務
所
五

川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
と
 
所

川
原
出
張
所

（
費
⑩
二
七

共
に
、
目
に
つ
い
た
ゴ
ミ
を
 
三
八
番

）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

で
す
。
毎
年
、
春
先
は
冬
の

間
に
雪
と
一
緒
に
捨
て
ら
れ
 

た
ゴ
ミ
な
ど
で
、
汚
れ
の
目
 

も1
1
し
 
ョ
に
→
・
し
プ
c
H

“
ー
「1

ーノc
 

四
月
は
、
河
川
美
化
月
間
 

拾
い
、
き
れ
い
な
川
に
す
る
一
 

四
月
は

河
川
美
化
月
間
で
す
 

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
大
量
の
ゴ
ミ
捨
て
 

な
ど
を
み
か
け
た
場
合
は
、
 
一
 

一
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●縫製

女 子 社 員 募 集 

青
森
県
青
年
海
外
派
遣
員
を
募
集
 

青
自
の
国
際
的

視
野
を
広
め

国
際
協
力

の
精
神
を
高
め
る
と

と
も
に
、
次
代
を
担
う
中
堅
青

年
の
育
成
を
図
る
た
め
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
 

■

訪
間
国
 
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
 

ー
ク
 

●

期
間
 
昭
和
五
十
九
年
八

月
か
ら
九
月
（
十
五
泊
、
十
六

日
）
 

■

派
遣
人
員
 

一
名
（
当
市

へ
の
割
当
）
 

■

経
費
 
個
人
負
担
額
 
一
一
 

ー
一
力
五
千
円
 

・

応
募
資
格
 
①
市
内
に
居

住
し
、

日
本
国
籍
を
有
す
る
一
一

十
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
男
女
 

（四
月
一
日
現
在
）
 

②
現
在
、
青
年
活
動
を
行
っ

て
い
る
方
で
、
指
導
的
役
割
が

で
き
る
方
 

●

申
込
み
先
及
び
お
間
い
合

わ
せ
 
市
内
鎌
谷
町

一
一
七
番

地
七
号
、
市
中
央
公
民
館
内
・

国
連
青
少
年
の
家

（
，璽
ハ
〇

五
六
番
）
 

■

締
切
り
 
四
月
三
十
日
 

料
 × 
 

四
月
か
ら
国
民
年
金
 

の
納
付
案
内
書
が
、

今
 

ま
で
の
も
の
よ
り
厚
手

保
 

の
、
o
c
R
（
文字
に

光
を
当
て
て
、
機
械
で

読
み
と
る
装
置
）
用
の
 

年

も
の
に
か
わり
ま
すo
 

o
c
R
用
の
納
付
案

内
書
は
、
折
り
曲
げ
た

国
 
り
、

汚
し
た
り
し
ま
す
 

Iー
 
と
、

機
械
で
読

み
と
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
 

取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
 

た
今
ま
で
は
三
月
分
を
一
期
と

し
て
、
二
期
、
三
期
、
四
期
と

分
け
て
納
付
し

て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
九

年
四
月
か
ら
は
毎
月
納
付

用
の

納
付
案
内
書
が
、

お
手
も
と
に

届
き
ま
す
の
で
、
毎
月
の
指
定

納
期
限
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
 

か

納
付
案
内

書
が

か
わ

り
ま

す

）
 

く国民年金保険半 
険 金 民 

◇
 

◇
  

◇
 

◇
 
◇
 
◇
 

(564号） ⑥ 

ト製造青森ファッション株式会社 高級ス力ー「 

●

と
き
 
四
月
二
十
日
（
金
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

■

と
こ
ろ
 
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
 

ー
ト
五
所
川
原
 

■

入
場
 
無
料
 

・

主
催
 
五
所
川
原
地
域
商
 

業
近
代
化
推
進
協
議
会
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
 

こ
の
市
民
集
会
は
、
消
費
者
 
 

の
要
望
に
合
っ
た
街
づ
く
り
を

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
 

討
論
者
（
七
人
「）
を
中
心
に
、
 

み
ん
な
で
考
え
、
語
り
合
う
公

開
討
論
会
で

す
。
 

み
な
さ
ん

の
意
見
を
今
後
の

街
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
 
一
人
で
も
多
く

の
方
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
 

き
ま
す
。
 

立

つ
時
期
で
す
。
 

建
設
省
青
森
工
事
事
務
所
五

川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
と
 
所

川
原
出
張
所

（
費
⑩
二
七

共
に
、
目
に
つ
い
た
ゴ
ミ
を
 
三
八
番

）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

で
す
。
毎
年
、
春
先
は
冬
の

間
に
雪
と
一
緒
に
捨
て
ら
れ
 

た
ゴ
ミ
な
ど
で
、
汚
れ
の
目
 

も1
1
し
 
ョ
に
→
・
し
プ
c
H

“
ー
「1

ーノc
 

四
月
は
、
河
川
美
化
月
間
 

拾
い
、
き
れ
い
な
川
に
す
る
一
 

四
月
は

河
川
美
化
月
間
で
す
 

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
大
量
の
ゴ
ミ
捨
て
 

な
ど
を
み
か
け
た
場
合
は
、
 
一
 

一
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「
明
る
い

農
村

」
に

裕
子
さ
ん
が

登
場
 

N
H
K総
合
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ

て
い
る
「
明
る
い
農

村
」
に
、
市
内
鶴
ケ
岡
農
業

小
山
内
豊
さ
ん
（
二
八

）
の

留
守
家
庭
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
 

ご
視
聴
下
さ
い
。
 

豊
さ
ん
は
、
父
清
見
さ
ん
 

（
六
二
）
と
川
崎
市
と
東
京

都
に
そ
れ
ぞ
れ
出
稼
ぎ

に
出
 
 

て
お
り
、
母
ト
キ
さ
ん
（
六

〇
）
ら
が
留
守
家
庭
を
守
っ

て
お
り
ま
す
が
、
鶴
ケ
岡
小

学
校
へ
入
学
す
る
長
女
裕
子

さ
ん
（
六
）
を
中
心
に
放
送

さ
れ
ま
す
。
 

●

放
送
日
時
 
四
月
八
日
 

（
金
）
午
前
六
時
三
十
八
分

か
ら
六
時
五
＋
三
分
ま
で
 

欝 

驚 
I「，蕪 
I’§』騨l」 

響藁ミ
題i鷺雲 

鷺 

漁
担
区
汲
一
譲
課対
像
区
域め
縦
境済
蒲
「
 

」
土
地
区
画
整
理
審
議
入
春鷺
「り

建
曹
ら
轟
議，
篇
委
員
決
ま
養
師
y
 

さ
き
に
「
広
報
ご
し
ょ
が
わ
 

理
審
議
会
委
員
選
挙
は
、
届
け

ら
」
 
二H
十
五
日
号
で
お
知
ら
 

出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
数
が
、
 

せ
し
た
南
部
地
区
上
地
区
画
整
 
選
挙

す
べ
き
委
員
の
数
（
十

一
 

公共下水道事業受益者負担金 

市
下
水
道
課
で
は
、
 

公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
の
負
担

区
及
び
昭
和
五
十
九

年
度
賦
課
対
象
区
域

の
関
係
図
面
を
次

の

日
程
で
縦
覧
に
供
し

ま
す
。
 

■

縦
覧
期
間
 

四
H
.．目
か
ら
四
 

，
 
月
十
六
日
ま
で
 

■

縦
覧
場
所
 

市
下
水
道
課
 

（平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
 

ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
。
 

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
）
 

◇
 

◇
 

◇
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L農業日雇賃金 	 1日の労働時間を 8時間として算定 

2．耕転機等賃借料 

昭*1159年度舞轟早轟轟粛標準額表 

田 
畑］ 
呂リ 二 4IJ ~遮こ二 59年度標準額 

男 女 

水
 
田
 

田‘ 	 植 1日当り賄なし 4,000円 4,000円 

稲 ク 4,000円 4,000円 

脱 	穀 	調 	整 ク 4,000円 4,000円 

畑
  

りんご勢定（特技者を除く） 1 日当り賄なし 5,100円 

り 	ん 	ご 授 粉 ク 3,800円 3,800円 

り 	ん 	ご 摘 果 ク 3,800円 3,800円 

り 	ん 	ご 袋 掛 1 	日 	当 	り 4,0 00円 

り 	ん 	ご 収 穫 1日当り賄なし 3,600円 3,600円 

薬 剤 散 布 作 業 ク 3,600円 3,600円 

一 般 農 作 業 ク 3,600円 3,600円 

機
械
別
 

作 	業 	別 59年度標準額 

ト

ラ

ク

タ

ー
  

耕
 
転
 

機
 

田 打 砕 	き 1 	O a 	当 り 4,900円 

畑 打 砕 き ク 4,900円 

田 荒し ろか．き lOa 当り（ 2回） 3,900円 

田 植 し ろ かき ク 	ク 3,900円 

耕起よりtろかき 1 	O a 	当 り 13,000円 

バ 	イ 	ン 	ダ ー 糸持 1 Oa 当り 8,800円 

ノ、 一 べ ス タ ー 人付 1 Oa 当り 5,800円 

コ 	ン 	バ 	イ 	ン ク 
6
7
0
 
0
0
0
 
0
0

0
 
0
0
0
 

円
円
円
 
カ
 

結
麦
 
東

ー
  

田 	植 	機 ク 4,900円 

オペレ 	ター賃金 1 	日 	当 り 6,500円 

「
 

,
 

名
）
を
超
え
な
く
な
っ
た
（
辞

退
者
に
よ

る
）
の
で
、
投
票
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

土
地
の
所
有
者
か
ら
選
ば
れ

た
審
議
会
委
員
は
次

の
と
お
り

で
す
。
 

▼
猪
口
兼
三
郎
（
鎌
谷
町
）
、
 

葛
西
良

一
・
平
山
日
出
夫
・
葛

西
喜

一
・
小
田
桐
一
雄

・
小
田

桐
実

（
以
上
元
町
）
、
小
田
桐

久
右

工
門
（
栄
町
）
、
平
山
正
 

（
湊
）
、
渋
谷
正
夫
（
金
山
）
、
 

堀
内
昭
雄

・
桜
庭
義
次
（
以
上

八
重
菊
）
 

昭
和
五
十
八
年
分
所
得
税
確

定
申
告

の
期
限
内
の
受
付
は
、
 

三
月
十
五
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
計
算
違
い
な
ど

で
誤
っ
た
確
定
申
告
を
し
た
り

つ
い

・っ
っ
か
り
確
定
申
告
書

の

提
出
を
忘
れ

て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
も
う

一
度
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

〔
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い

た
と
き
〕
 

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申

告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
こ

と
に
気
付

い
た
と
き
は
、
正
し

い
金
額
に
す
る
た
め
 
「修
正
申

告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に

納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
金
は

修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
に

納
め
る
と
と
も
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の

期
間
に

つ
い
て
、
延
滞
税
も
か
 
 

か
り
ま
す
。
 

〔
税額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

と
き
〕
 

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申

告
し
た
税
金
が
多
か
っ
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
「
更
正
の

請
求
」
が
で
き
ま
す
。
 

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間

は
、
申
告
期
限
か
ら

一
年
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〔
確
定
申
告を
忘
れ
て
い
た
と

き
〕
 

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
申
告
書
の
提
出
を

忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

税
金
は
、
申
告
書
を
提
出
す

る
日
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
修
正
申
告
と
同
様
に

延
滞
税
も
か
か
り
ま
す
。
 

な
お
、
用
紙
は
税
務
署
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

「
明
る
い

農
村

」
に

裕
子
さ
ん
が

登
場
 

N
H
K総
合
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ

て
い
る
「
明
る
い
農

村
」
に
、
市
内
鶴
ケ
岡
農
業

小
山
内
豊
さ
ん
（
二
八

）
の

留
守
家
庭
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
 

ご
視
聴
下
さ
い
。
 

豊
さ
ん
は
、
父
清
見
さ
ん
 

（
六
二
）
と
川
崎
市
と
東
京

都
に
そ
れ
ぞ
れ
出
稼
ぎ

に
出
 
 

て
お
り
、
母
ト
キ
さ
ん
（
六

〇
）
ら
が
留
守
家
庭
を
守
っ

て
お
り
ま
す
が
、
鶴
ケ
岡
小

学
校
へ
入
学
す
る
長
女
裕
子

さ
ん
（
六
）
を
中
心
に
放
送

さ
れ
ま
す
。
 

●

放
送
日
時
 
四
月
八
日
 

（
金
）
午
前
六
時
三
十
八
分

か
ら
六
時
五
＋
三
分
ま
で
 

欝 

驚 
I「，蕪 
I’§』騨l」 

響藁ミ
題i鷺雲 

鷺 

漁
担
区
汲
一
譲
課対
像
区
域め
縦
境済
蒲
「
 

」
土
地
区
画
整
理
審
議
入
春鷺
「り

建
曹
ら
轟
議，
篇
委
員
決
ま
養
師
y
 

さ
き
に
「
広
報
ご
し
ょ
が
わ
 

理
審
議
会
委
員
選
挙
は
、
届
け

ら
」
 
二H
十
五
日
号
で
お
知
ら
 

出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
数
が
、
 

せ
し
た
南
部
地
区
上
地
区
画
整
 
選
挙

す
べ
き
委
員
の
数
（
十

一
 

公共下水道事業受益者負担金 

市
下
水
道
課
で
は
、
 

公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
の
負
担

区
及
び
昭
和
五
十
九

年
度
賦
課
対
象
区
域

の
関
係
図
面
を
次

の

日
程
で
縦
覧
に
供
し

ま
す
。
 

■

縦
覧
期
間
 

四
H
.．目
か
ら
四
 

，
 
月
十
六
日
ま
で
 

■

縦
覧
場
所
 

市
下
水
道
課
 

（平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
 

ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
。
 

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
）
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L農業日雇賃金 	 1日の労働時間を 8時間として算定 

2．耕転機等賃借料 

昭*1159年度舞轟早轟轟粛標準額表 

田 
畑］ 
呂リ 二 4IJ ~遮こ二 59年度標準額 

男 女 

水
 
田
 

田‘ 	 植 1日当り賄なし 4,000円 4,000円 

稲 ク 4,000円 4,000円 

脱 	穀 	調 	整 ク 4,000円 4,000円 

畑
  

りんご勢定（特技者を除く） 1 日当り賄なし 5,100円 

り 	ん 	ご 授 粉 ク 3,800円 3,800円 

り 	ん 	ご 摘 果 ク 3,800円 3,800円 

り 	ん 	ご 袋 掛 1 	日 	当 	り 4,0 00円 

り 	ん 	ご 収 穫 1日当り賄なし 3,600円 3,600円 

薬 剤 散 布 作 業 ク 3,600円 3,600円 

一 般 農 作 業 ク 3,600円 3,600円 

機
械
別
 

作 	業 	別 59年度標準額 

ト

ラ

ク

タ

ー
  

耕
 
転
 

機
 

田 打 砕 	き 1 	O a 	当 り 4,900円 

畑 打 砕 き ク 4,900円 

田 荒し ろか．き lOa 当り（ 2回） 3,900円 

田 植 し ろ かき ク 	ク 3,900円 

耕起よりtろかき 1 	O a 	当 り 13,000円 

バ 	イ 	ン 	ダ ー 糸持 1 Oa 当り 8,800円 

ノ、 一 べ ス タ ー 人付 1 Oa 当り 5,800円 

コ 	ン 	バ 	イ 	ン ク 
6
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名
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で
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投
票
は

行
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。
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織擁鶏綾懸感綴無纏難無 
0対象乳幼児 

実
時
 
施
期
 

投 与 対 象 者 回数 備 	考 

59年4
月 

昭和58年 1月 1日からI生まれ 

昭和58年 1月31日までI 	た方 
2 回目 

この対象者は昭和58年 
5 月に 1回目の投与を
受けた方 

昭和58年 2 月I日からI生まれ 

昭和58年12月31日までI 	た方 
1 回目 

59年
5
月 

昭和58年 2 月 1日から 1 
昭和58年12月31日まで」 

I生まれ 

~ 	た方 
2 回目 

昭干559年1月 1日からはまれ 

昭和59年1月31日までI 	た方 
1回目 

この対象者は昭和60年 
4 月に 2 回目の投与を 
受けることになります 

△ご注意 

上記以外の乳幼児で、生後 3 カ月から48カ月までに受け 

たことのない乳幼児も対象となります。ただし、実施時期 

に生後48カ月を経過した乳幼児は除外いたします。 

△料 金 無料 

△お願い 

1.母子手康手帳を必ず持参してください。 

2．当日の朝、必ず体温を計ってきてください。 

3.お子さんの体質を良く知っている方がお連れください。 

〇地区別日程 

地 区 名 実施場所 時 	間 1 回目 2 回目 

五小学区
毘沙門地区 
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長橋地区 
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」
一
 

ク ク 4
 

肥
 
 
6
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休
 
 

5 月31日 

(* 
△ご注意 

受付時間は午後1時から 1時30分までです。 

※ 市内の医療機関で受けられませんので、この機会に必 

ず受けるようにしてください。 

囲囲囲回囲園圏園 
．受 付 時 間 午後1時～1時30分まで 
■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 6 カ月児、1歳児は健康相談のみ 

です。 
1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

■お願い 3 歳児健診は、尿検査も行いますので、当日き

れいに洗った小びんに尿を入れてもってきてください。 

●ところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

月 	齢 対 象 児 と 	き 

3 カ月児 S 58年12月生まれ 4 月 10日 

6 カ」I児 S 58年 9 月生まれ 4 月 17日 

1 歳児 S 58年 3 月生まれ 4 月 23日 

1歳6カ月児 S 57年10月生まれ 4 月 24 日 

3 歳児 S 55年12月生まれ 4 月 19日 

高
血
圧
の
予
防
と
治
療
 

昭和59年（1984年） 4 月1日 	 広報ごしょがわら 
	

(564号） ⑧ 

胃腸病（胃癌等）の検診引 
市役所衛生課では、胃腸病の検診を 5 月17日から 5 月19 

日までの 3 日間、、5 月21日から 5 月26日までの 6 日間、 5 
月29日から 6 月 2 日までの 5 日間、合せて14日間にわたっ

て行います。 

■対象者 

40歳以上の男女。 （ただし、妊産婦は除きます。） 

なお、職場等において検診を受けられる人は除きます。 

●受付期問 

4 月 9 日から 4 月20日まで 

■申込先 

市役所衛生課または市役所各支所。 

■申込方法 

申込書を各地区の保健協力員、市役所支所に配布してあ 

rー 	りますので、申込書に住所、氏名、年齢、世帯主の氏名 

等を記入のうえ、上記の申込先に申込んでください。 

なお、申込み時には、必ず保険証を持参してください。 

■検診日、検診場所 

後「 I、申込者に通知します。 

・検診料金 

国民健康保険加入者は 500円 

その他の方は 1,500円 

生活保護世帯者は無料となっています。 

■お問い合わせ先 

市役所衛生課予防衛生係 

'I 

健康相談日のご利用を 

毎週水曜日、金曜II 

午前 10時から午後 3時まで 

保健センター 】 

☆街頭献血のご案内☆ 
(HiIJ10 】 00-il : 00、 'f-( 1 】 00-4 : 00) 

月 日 午 	前 午 	後 

d
l
 
 

4
  

小 曲 

ッルガ石油店前 

13: 00-14 : 30 
川要駐車場 

15 : 00-16 : 00 
市農協栄支所前 

26 国鉄五所川原駅前 東北電気工事脚 

29 5 】30- 8 】00 五所川原市営球場 

川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

r
 

i

i

与
ロ
 

」
 

医
師
会
と
家
庭
を

結
ぶ
ゴ

み
 

ー
 

ん
な
の
健
康

教
室
」
 
が次
の
日
 

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 お
気
軽

に
 

お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ

ー
マ
は
「
高
血
圧
、
 

そ
の
予
防

と
治
療
」
で

す
。
 

．
と
き
 

四
月
二
十
七

日
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

■

と
こ
ろ
 

保
健

セ
ン

タ
ー
 

■

講
師
 

健
生
病
院
五
所

川
 
一

原
診
療
所
佐

々
木
道
夫

氏
 
一

主
催
 
北
五
医

師
会
、

五
所
 
一
 

「み
ん
な

の
健
康
教
室

」
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(564号） 広報ごしょがわら ⑨ 昭和59年（1984年） 4 月 1日 

1 日から部制を導入 

市では行政の多様化と複雑化する事務に対処す

るため、大幅な機構改革を実施、 4 月 1日から部

制導入による新機構でスタートしました。 

機構改革では、これまでの 1所16課 4 室63係が 

5 部1所14課 4 室48係となりました。 

部制導入による新機構図は次のとおりです。 

五所川原市機構図（市長部局）  

こ
の
度
、

四
月
一
日
か

ら
、
 

市
の
機
構
を

一
新
し
、
部
制
を

施
行
す
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、

権
限
を
委
譲

し
、
課
間

の
調
整
を

取
り
合
い

仕
事

の
ス
ピ

ー
ド
を
あ
げ
、

組

織
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、

こ
れ
を

機
会

に
、
 

「奉
仕
と
信
頼

の
市
政
」
を
確
立

し
新
生
五

所
川
原

の
た
め
、
よ

り
一
層
努
力

す
る
所

存
で
あ
り

ま
す
の
で
、

市
民
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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